
ディーゼル駆動消火ポンプ燃料移送系の他設備への悪影響について

図１ ディーゼル駆動消火ポンプの燃料移送系統概略図
第521回審査会合（2017.10.19）資料1-1-1 火災による損傷防止資料より

ディーゼル駆動消火ポンプは，タービン建屋（耐震Ｂクラス）に設置されていることから，燃料配管やサービスタンクの損傷によるＤＢ
設備及びＳＡ設備への燃料補給に対する悪影響について確認した。
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ディーゼル駆動消火ポンプ燃料移送系の他設備への悪影響について

図１ ディーゼル駆動消火ポンプの燃料移送系統概略図
第521回審査会合（2017.10.19）資料1-1-1 火災による損傷防止資料より（一部加筆）
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耐震性のある建物内の配管は
Ｓクラス同等の耐震性を有する
設計とする。

0.7m３/h

燃料消費量約0.04m３/h

0.36m３

移送ポンプの運転が1時間※継続した場合，燃
料漏えいの可能性があるため，中央制御室に
警報を出し，移送ポンプを停止するインターロッ
クを設ける。

サービスタンクへの給油時間は，0.55時間。
0.36/(0.7-0.04）≒0.55時間

移送ポンプ停止までに0.7m３ （0.7kL）の燃料を浪費する可能性があるが，軽油貯蔵タンク400kLと比較して無視できる量であり，
ＤＢ設備及びＳＡ設備への燃料補給に対する悪影響はない。

※「１時間」は，今後の設計や実際の移送ポンプ
稼働時間を反映して最適に見直す。
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